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希釈冷凍機 を用い た低温物 性 の研 究
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　　　　　　　　　Okaya 皿 a　Univ．　ofSCience 　
oM ．Nishiumi，　Y．Ohga　and 　Y．Fujii

　私連の 研究目的は、8mK まで 冷却で き る Oxford社製
8H

，

− 4H
， 希釈冷凍機を使用 して、ミ リ K 領域で

超伝導物性 の 研 究 を行 うこ とで あ る。その た め には 、電気抵抗、．磁 化 率、比熱 を精 度良く測定する 必要が

ある。

　今 回 の 試rv　lnVeSsは 化学科大谷研究室で 作 られ た もの で あ る。　Ben5ch等は この試料の 超伝導転移温度

は 3．7K で あると報告 してい る［1】。しか しこ の 温 度は In の 超伝導転移温度に近い た め 瓶 が 遊離され て い

る可能性がある と大谷研で は考えた。こ の こ とを検討す るために ア ニ
ー

ル 温度を変え、抵抗率の 違 うい く

つ か の 試 料 が製作 され た。い ずれ の 執料も金属に 比べ 抵 抗率 が 工07倍 ほ ど大きい。InVeSeは図 1 の よ うな

構造をして い る。VGS8（六方 晶 1空 問 群 P63）構造 を有 し、面共 有 と陵共有 で 結合 し V − V ジグザ グ鎖 が c

軸方向に平行に 並ん だ擬
一

次元化合物で ある。また、人 角形 の トン ネル を形成 し Inは この トン ネル に位置

して い る 。

　まず始 め、450℃ で アニ
ール した 賦料 の 抵抗率 を調 べ た （図 2）。

150K 付近で 抵抗率 の 上昇 が見 られ、

そ の 後、23皿 K ま で 抵抗率が一定 となっ た。超伝導転移は見 られ なか っ た が、広い 温度範囲に わた り抵抗

率 が一定とい う興 味深い 結果が 得 られた 。 また、こ れ と比較 して 550℃ でア ニ
ール した試料の 抵抗率測 定

を試 みた が 、 試 料 が もろ く、冷やす と試料 と リード線をつ な い で あ る 金ペ ース トが は がれ て 測 定で き なか

っ た。そ こ で 、SQUID を用 い て 試料の 交流磁化 率測 定 をす るこ とに した。図 3 に測 定セ ル を示 す。試 料

InVeSsは 図 3 の 斜 線 の 所 に 置 い た。非磁 性 の エ ポキ シ 樹 脂 （Stycast　1266）製ボ ビン に 1 次、2 次 コ イル

をフ ォ ル マ ル 被覆され た Nb ・T1線で 巻い た。2 次コ イル の 自己イ ン ダ ク タン ス は squm 素子 の コ イル の

自己イ ン ダ ク タン ス （約 1μ H ） と同 じ値に な

る よ う コ イル の 巻き数を片側 で 5巻き と して あ

る。また外部 の 磁気的ノイ ズ を遮断するために、

超伝導物質で ある鉛 （Pb：T
。

” 7、2K）の 筒で シ
ー

ル ドした。これらは希釈冷凍機の 混合室底面（銅

製） にネジで圧着する よ うに した 。 現在 は、磁

化率測定を行 っ てい る 。 ま た、それと平行 して

比熟測定 の 試料台の製作中で ある。
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Fig．1　 1nV6S8の 構造
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Fig．3　交流磁 化 率測 定セ ル
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